
資料2　事務事業評価（自己評価）結果

単位 計画（予測） 実績
団体 185 171 計画 実績
人 2,550 2,420 総コスト 34,548 34,578
人 5,700 4,984 　直接事業費 30,773 31,473
人 52,000 26,348 　人件費 3,775 3,105
人 350 566 特定財源 0 0

一般財源 34,548 34,578

単位 計画（予測） 実績
団体 320 348 計画 実績

総コスト 5,848 5,905
　直接事業費 2,890 2,890
　人件費 2,958 3,015
特定財源 0 0
一般財源 5,848 5,905

単位 計画（予測） 実績
人 10,500 15,201 計画 実績
円 120,000 302,000 総コスト 5,143 4,942
回 2 2 　直接事業費 3,969 3,751
人 1,800 1,913 　人件費 1,174 1,191

特定財源 120 302
一般財源 5,023 4,640

単位 計画（予測） 実績
人 30 42 計画 実績
件 60 55 総コスト 252 246
件 45 39 　直接事業費 77 70
件 5 5 　人件費 175 176

特定財源 0 0
一般財源 252 246

単位 計画（予測） 実績
人 650 506 計画 実績
件 130 111 総コスト 732 646

　直接事業費 271 180
　人件費 461 466
特定財源 0 0
一般財源 732 646

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05448

文化活動をする市民
市民が制作した芸術作品等を発表・展示する場を確保することにより、
創作・制作意欲を高め文化活動をより活発にする。

－

・市民による市民のための活動である
べき
・まだ主体性に極めて乏しいことから、
今後も粘り強い論議が必要
・補助の減額は、止むを得ないものと
判断する。

事業名

縮小を検討
する

市民文化祭助成
事業

指標名
コスト（千円）

市民文化祭参加団体数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 活動発表内容の充実、レベル高揚ができ、しかもより身近で楽しいものになったか。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05449

文化活動をする市民
市民が芸術作品等を展示発表し、また鑑賞する場を確保することによ
り、文化レベルの高揚と文化活動をより活発にする。

－

・利用率が極めて高く、また収入も多
い。
・徐々に使用料を見直し、黒字の経営
が可能な施設を目指す。
（使用団体の意識をゆるやかに変化さ
せる配意が必要）

事業名

継続する

文化資料展示館
管理事業

指標名
コスト（千円）

文化資料館観覧者数
文化資料館施設使用料
文化資料館企画事業数

所管課 文化資料館企画事業観覧者数

生涯学習課
数値化できない成果 より格調高い内容、展示・発表会となったか。有料化事業による効果。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性05450 文化活動をする県民や

市民
創作意欲をより高める活動により文化芸術レベルの高揚と文化活動をより活発にすると共に、
各種イベント情報を提供することにより文化のまちづくりの醸成を図る

－
・事業規模が小さく、同種の事業と統
合することも検討

事務事業名

他事業との
統合を検討
する

創作活動支援事
業

指標名
コスト（千円）

香川県美術展覧会市民入選者数

各種催し物ＰＲ広報件数
名義後援受付件数

所管課 事業共催受付件数

生涯学習課
数値化できない成果

事業実施の
方向性05451

文化活動をする市民
陶芸教室や木工教室、炭焼き等、市民が創作活動を通して芸術作品等
を制作する場を確保することにより、文化活動をより活発にする。

－
・収入を求める努力が必要。
・将来管理主体を文化団体等に移譲
すべき施設と考える。

事業名

縮小を検討
する

門入工房管理事
業

事務事業コード

コスト（千円）
門入工房利用者数

改善の方向性事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

数値化できない成果

生涯学習課
数値化できない成果

門入工房利用件数

所管課

指標名

文化活動をより活発にするため、文化団体に補助金等を支給、支援し育
成助長すると共に活発な活動と交流を通して文化振興を図る。

事務事業コード 今後の課題 改善の方向性

－

所管課

指標名
文化協会加入登録団体数
文化協会加入会員数

生涯学習課

05447
事業名

文化団体支援事
業

事務事業の対象

文化活動をする市民

・自主運営に向けての体制づくりに、市
としてこれからも取り組むことが命題で
ある。
・補助の減額は、止むを得ないものと
判断する。

縮小を検討
する

団体の活動内容が市民にとって、より身近で楽しいもの有効なものか。

平賀源内先生遺品館入館者数
志度音楽ホール入館者数
市民大学参加者数

事業実施の
方向性

コスト（千円）

事務事業の意図



資料2　事務事業評価（自己評価）結果

単位 計画（予測） 実績
工事 1 1 計画 実績

総コスト 15,413 7,653
　直接事業費 8,000 7,373
　人件費 7,413 280
特定財源 7,600 7,000
一般財源 7,813 653

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性06021 財団（最終は市民や利

用者）
文化芸術の殿堂である施設の有効保全と利用者への利便性を高める

１８年度に指定管理者制度により,さぬ
き市から財団法人さぬき市文化振興財
団に管理を移管しました。今後は、財
団の管理状況を見守りたい。

・築２０年が経過し、今後も継続的に
様々な設備機器の改修を必要とする。
・計画的な改修をプランすること。
・指定管理者が経営しやすいよう利用
料金の見直しが必要。

事業名

継続する

志度音楽ホール
管理事業

指標名
コスト（千円）

工事種別数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果


